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学
び
の
系
譜
4　

予
備
校
、
実
業
学
校
、
専
門
学
校

　

一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
七
月
二
十
五
日
、
菊
池
武
夫
学

長
は
、
私
立
学
校
令
第
二
条
に
よ
り
私
立
中
央
高
等
予
備
校
を
学

内
に
設
立
す
る
こ
と
を
東
京
府
知
事
千せ
ん

家げ

尊た
か

福と
み

に
申
請
し
、
翌
月

五
日
に
認
可
を
得
た
。

　

申
請
書
に
よ
る
と
、
そ
の
設
立
目
的
は
「
高
等
ノ
諸
学
校
ヘ
ノ

入
学
志
望
者
ニ
予
備
ノ
学
科
ヲ
教
授
ス
」
と
あ
る
。『
中
央
大
学

七
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、「
高
等
ノ
諸
学
校
ヘ
ノ
入
学
志
望
者
」

す
な
わ
ち
官
立
諸
学
校
進
学
志
望
者
を
対
象
と
す
る
予
備
校
の
設

立
計
画
は
、
す
で
に
〇
三
年
に
幹
事
佐
藤
正
之
に
よ
っ
て
提
案
さ

れ
、
社
員
総
会
に
諮
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
は
承
認
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

佐
藤
案
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

当
時
高
等
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
官
立
諸
学
校
に
中
学
卒
業
者
が

殺
到
し
、
多
数
の
受
験
浪
人
を
生
み
出
し
て
い
た
状
況
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ち
な
み
に
〇
五
年
の
高
等
学
校
入
学
者
の
実
に
四
割
が
浪

人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
佐
藤
ら
が
大
学
と
同
一
施
設
を

利
用
し
な
が
ら
授
業
料
収
入
の
増
額
を
見
込
み
、
よ
り
安
定
し
た

私
学
経
営
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
受
験
予
備
校
は
、
日
本
大
学
（
日
本
高
等
予
備
校
、

〇
六
年
）、
専
修
学
校
〈
現
専
修
大
学
〉（
高
等
予
備
校
、
〇
六

年
）、明
治
大
学
（
明
治
高
等
予
備
校
、
〇
七
年
）、法
政
大
学
（
東

京
高
等
予
備
校
、
一
〇
年
）
な
ど
で
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
学
則
に
よ
れ
ば
、
同
校
の
学
科

は
「
修
身
、
英
語
、
独
逸
語
、
国
語
、
漢
文
、
数
学
、
地
理
、

歴
史
、
物
理
、
化
学
、
博
物
、
図
画
」
で
、
毎
週
の
授
業
時
間
は

三
〇
時
間
、
英
語
・
独
逸
語
は
そ
の
う
ち
一
科
目
の
選
択
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
修
業
期
限
は
一
年
、
入
学
資
格
は
年
齢
十
七
歳
以

上
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者
、
師
範
学
校
卒
業
者
、
専
門
学
校
入

学
検
定
規
程
に
よ
る
試
験
合
格
者
な
ど
と
規
定
さ
れ
、
翌
年
二
月

に
は
学
歴
に
よ
り
校
長
が
中
学
校
卒
業
者
と
同
等
の
学
力
あ
り
と

認
め
た
者
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
中
学
校
卒
業
生
を
基
準
に
し
て

幅
広
く
当
時
の
受
験
生
が
集
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
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中
央
高
等
予
備
校
の
設
立

　

入
学
が
許
可
さ
れ
た
者
は
、
入
学
料
二
円
お
よ
び
授
業
料
一
ヵ

年
一
五
円
を
納
入
し
、
講
義
を
受
け
た
。
講
師
に
は
、
本
学
の
初

代
予
科
長
を
務
め
の
ち
に
最
初
の
名
誉
教
授
と
な
っ
た
堀
竹
雄
や

英
文
学
で
名
高
い
広
井
辰
太
郎
な
ど
が
配
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

当
初
一
ク
ラ
ス
編
成
の
予
定
が
、
さ
ら
に
二
ク
ラ
ス
を
増
設
す
る

ほ
ど
盛
況
を
み
せ
た
。

　

官
立
諸
学
校
の
入
学
試
験
の
成
績
は
、
翌
年
の
第
一
高
等
学
校

第
三
部
独
逸
語
科
合
格
者
三
四
人
の
う
ち
一
二
人
、
一
九
〇
七
年

の
東
京
高
等
商
業
学
校
入
学
者
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
と
『
法
学
新
報
』
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
収
支
予
算
案
か
ら
す
る
と
、
申
請
時
の
収
入
見
込
み
総
額

二
、一
九
〇
円
に
比
較
し
て
、
〇
八
年
度
が
四
、一
〇
〇
円
、
一
〇

年
度
が
六
、〇
〇
〇
円
と
約
二
〜
三
倍
の
増
収
を
み
せ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
〇
八
・
一
〇
両
年
度
の
大
学
収
支
予
算
案

中
の
授
業
料
収
入
に
対
し
て
、
予
備
校
収
入
見
込
み
が
そ
れ
ぞ
れ

一
割
四
分
、
二
割
一
分
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

〇
六
年
、
同
校
に
学
ん
だ
和
辻
哲
郎
や
、
一
九
（
大
正
八
）
年

頃
半
年
通
っ
た
住
谷
悦
治
（
同
志
社
第
十
四
代
総
長
）
の
思
い
出

に
よ
る
と
、
当
時
中
央
高
等
予
備
校
と
研
数
学
館
の
二
校
が
神
田

界
隈
の
予
備
校
の
中
で
地
方
出
身
の
受
験
生
に
評
判
が
よ
か
っ
た

と
あ
る
。
鈴
木
三
重
吉
、
森
巻
吉
、
広
井
辰
太
郎
な
ど
の
優
れ
た

英
文
学
者
を
擁
し
た
予
備
校
の
雰
囲
気
は
、
単
に
受
験
合
格
の
た

め
の
実
力
養
成
以
上
に
、
文
学
的
素
養
を
養
い
学
問
へ
の
窓
口
を

開
示
し
、
希
望
を
育
ん
で
く
れ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
二
〇
年
四
月
、
大
学
令
に
よ
る
中
央
大
学
の
設
立
が

認
可
さ
れ
、
名
実
と
も
に
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら

れ
る
と
、
中
央
高
等
予
備
校
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

岡
野
敬
次
郎
学
長
は
「
中
央
大
学
ノ
大
学
令
ニ
依
ル
大
学
タ
ル

以
上
ハ
斯
カ
ル
枝
葉
ノ
事
業
ハ
棄
テ
」
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
同

校
の
閉
校
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
官
立
諸
学

校
進
学
志
望
者
に
絶
え
ず
高
い
人
気
を
誇
り
、
大
学
財
政
の
一
端

を
少
な
か
ら
ず
支
え
て
い
た
中
央
高
等
予
備
校
は
、
〇
五
年
か
ら

二
〇
年
の
一
五
年
に
わ
た
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

中央高等予備校生徒募集広告


